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は な 〈 ， す べ て か ら 自 己 の 成 分 を 除 い た も の
が 異 物 で あ る と す る 定 義 を 採 用 し て お り 、 現
在 は こ の 世 の 中 に な い よ う な 異 物 に つ い て も
予 定 異 物 と し て 認 識 す る 能 力 が あ り ま す 。 生
体 が 異 物 を 即 座 に は 排 除 で き な か っ た 場 合 に
は ， こ の 精 密 な 認 識 系 に よ り 異 物 が 自 己 釣 成
分 で は な い と 認 識 さ れ た 場 合 に め み 剣 呑 な 武
器 の 広 範 な 使 用 が 許 さ れ る よ う に な っ て い ま
す 。 し か し 、 世 の 中 に は 完 全 な ど と い え る 仕
組 み は な い も の で ， こ の 異 物 識 別 の 間 違 い に
よ る 病 気 も あ り ， ま た 必 要 以 上 の 異 物 排 除 機
能 が 発 揮 さ れ て 病 気 が 重 篤 に な る こ と も あ り $
こ こ に 医 療 が 介 入 し て 防 御 の 仕 組 み を コ ン ト
ロ ー ル し 治 療 の 目 的 を 達 す る 機 会 が 存 在 し
て い る の で す 。
こ の よ う な 単 純 で 剣 呑 な 異 物 破 壊 の 道 具 し
か 持 た な い 防 衛 の た め の 仕 組 み が か な り 未 完
成 な の か ， ま た は ， 自 己 統 一 性 を 保 つ た め に
は こ の よ う な 仕 組 み 以 外 に は 選 択 の 余 地 が な
い の か ， わ れ わ れ に は 神 の 御 業 を 批 判 す る 能
力 は な い の で す が ， 精 神 的 な 問 題 ， 社 会 的 な
問 題 な ど も 含 い て ， 統 一 性 を 保 つ 仕 組 み の 難
し 苔 を 感 じ て し ま い ま す 。
〔 医 学 部 分 館 長 病 理 学 ）
k - ，
シ リ ー ズ 熊 本 大 学 附 属 図 書 館 蔵 特 殊 資 料 紹 介 ２
（ ２ ） 宇 治 惟 平 契 状 （ 原 本 写 真 を 表 紙 に 掲 載 ､ 原 文 解 説 を 次 ペ ー ジ に 掲 載 ）
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重 要 文 化 財  阿 蘇 家 文 書 ( 3 4 巻 3 6 冊 ）
工 藤 敬 一
< 原 文 解 説 〉
本 状 は ， 鎌 倉 幕 府 が 倒 れ ， 後 醍 醐 天 皇 の 新
政 権 成 立 直 後 の 建 武 元 年 （ 1 3 3 3 ） ７ 月 ， 九 条
家 領 の 荘 園 で あ っ た 肥 後 国 守 冨 荘 （ 現 在 の 下
げ し
益 城 郡 富 合 ﾛ １ ． － 帯 〉 の 下 司 木 原 氏 の 権 限 の 継
承 老 た る こ と を 主 張 す る 宇 治 惟 平 が ， 本 主 の
木 原 実 澄 の 承 久 ３ 年 ( 1 2 2 1 ) の 契 約 に し た が っ
て , 甲 佐 社 に 所 当 米 （ 本 年 貢 ） の 半 分 を 進 納
す る こ と を 約 束 し た も の で あ る 。
木 原 氏 は 平 安 末 期 以 来 宇 城 地 域 の 最 有 力 武
士 団 （ 在 地 領 主 ） で あ り ， そ の 所 領 を 九 条 家
に 寄 進 し て 下 司 （ 筆 頭 荘 官 ） と な っ た が ， 守
富 荘 に は 阿 蘇 社 の 末 社 で 肥 後 二 の 宮 の 甲 佐 社
い あ い で ん
の 支 配 権 と 重 な る 居 合 田 と 呼 ば れ る 3 5 1 H J の 田
地 が あ り 、 こ れ が 両 者 の 紛 争 の 種 と な っ た 。
山 ５ 人 砲 堕 す
両 者 の 対 立 の な か で ， 甲 佐 社 の ﾈ ﾎ 人 の 糺 藤
次 が 木 原 実 澄 に 殺 害 さ れ た 。 甲 佐 社 は 下 手 人
の 引 渡 し と 実 澄 の 所 領 の 没 収 を 要 求 し ， 容 れ
ら れ ぬ な ら 神 人 一 同 蜂 起 す る と 強 硬 に 主 張 し
た 。 実 澄 も こ れ に 抵 抗 し た が ， 結 局 承 久 ３ 年
わ よ
¥ ﾛ 与 〈 条 件 付 和 解 ） す る こ と に な っ た 。 そ の
条 件 は ， 守 富 荘 を 甲 佐 社 領 と し 、 所 当 米 の 半
分 を 甲 佐 社 に 寄 進 す る が ， 下 地 支 配 権 （ 現 地
管 理 〕 は 実 澄 の 手 に と ど め る 。 た だ し 居 合 田
は 甲 佐 社 の 管 理 と す る 。 こ れ に 社 家 側 が 違 反
し た ら こ の 和 与 を と り 消 し ， 実 澄 ま た は 後 継
者 が 違 反 し た 場 合 は ， 守 冨 荘 の 下 地 （ 田 地 ）
半 分 を 、 永 代 完 全 に 甲 佐 社 領 と す る 、 と い う
も の で あ っ た （ 承 久 ３ 年 正 月 １ ８ 日 木 原 実 澄
契 約 状 案 ) 。 し か る に 宝 治 の こ ろ （ 1 2 4 7 - 9 〕
か す
当 荘 は 関 東 〔 1 上 条 氏 ） に よ っ て 下 地 を 掠 め と
ら れ ， 甲 佐 社 の 年 貢 神 用 米 も 打 ち と め ら れ て
し ま っ た 。 し か し い ま ， 新 政 権 が 成 立 し ， 諸
国 一 ・ 二 宮 の 興 行 （ 保 護 振 興 〉 令 が 出 さ れ た
の で ， 当 国 こ い 宮 の 甲 佐 社 も そ の 対 象 と き れ
る な ら ば 、 自 分 も 実 澄 の 契 約 条 件 を 守 る こ と
を 約 束 す る ， と い う の が 本 状 の 趣 旨 で あ る 。
宇 治 惟 平 は そ の 名 前 か ら み て 阿 蘇 一 ・ 族 で あ
り ， 系 図 上 の 位 置 は 不 明 だ が ， 鱈 そ ら 〈 は 甲
佐 社 の 社 家 に つ な が る 者 で あ っ た 。 そ し て 彼
あ ず か 叩 ピ ニ ら ぞ う 葛 と う
の 父 祖 ' よ ， Ｉ 可 蘇 本 末 社 の 頂 所 兼 惣 地 頭 で
あ る 北 条 氏 の 下 で 地 頭 代 に と り た て ら れ ， 守
冨 荘 が 甲 佐 社 領 化 さ れ ， さ ら に 建 長 ２ 年
嫁 と う う 昨
（ 1 2 5 9 ） 地 頭 請 （ 請 負 ） の 荘 園 と な る に お よ
び ， 実 質 的 に 北 条 氏 の 下 で 現 地 管 理 に 当 っ た
も の と 思 わ れ る 。 惟 平 自 身 も 幕 府 倒 壊 以 前 に
は ， そ の よ う な 立 場 に い た 可 能 性 も 少 な く な
い 。 幕 府 が 滅 亡 し ， 建 武 政 権 が 成 立 す る と ，
惟 平 は 新 情 勢 に 対 応 し て ， 関 東 （ 北 条 氏 ） に
よ る 守 冨 荘 支 配 成 立 以 前 の 体 制 に 槙 す る 形 で ，
守 冨 荘 の 下 地 支 配 権 の 確 保 を は か っ た も の と
思 わ れ る の で あ る 。
末 尾 に 證 判 を 加 え て い る の は 甲 佐 社 の 社 僧
二 凡 二 う
で あ ろ う （ ｷ ﾎ 仏 混 婿 の 時 代 で 甲 佐 社 に も 神 官
と 社 僧 が い た ) 。
（ 文 学 部 教 授 国 史 学 ）
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炎症-防御と自己破壊のはざまで
シリーズ熊本大学附属図書館蔵特殊資料紹介２
重要文化財阿蘇家文書（34巻36冊）
反時代性と時代性
時間外開館（土曜日を含む）変更のおしらせ
平日時間外開館延長における利用状況
平成４年度目録システム講習会（中九州地域講習会）を開催
本学教官寄贈著書紹介
学生証で「九州地区の国立大学図書館」が利用できます
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宇治惟平契状(本学所蔵･阿蘇家文書より）本文に解説
